
第４回ネイチャーフェスティバル 

創ろう「ふるさとの森」・守ろう「水源の森」 

日 時：２００７年１０月７日（日）１０：００～１５：００ 
場 所：川崎市幸区 新鶴見操車場跡地内 新川崎「創造のもり」 
主 催：ネイチャーフェスティバル実行委員会 
共 催：NPO幸まちづくり研究会・NPO緑のダム北相模 
後 援：川崎市、神奈川県、山梨県、林野庁、相模原市、JR貨物(株)、毎日新聞社 
協 賛：JFEメカニカル(株)、パイオニア（株）川崎事業所、住工房なお（株）、JR総連、ＪＲ貨物労組 
       ＪＲ東労組横浜地本、神奈川県建具協同組合、（有）東林業、 NPO森びとプロジェクト委員会        
       新川崎ふるさとづくりの会、 NPOWE21ジャパン･さいわい、 NPO川崎水曜パトロールの会他 

来場数：約 5000人 

       「杉の子太鼓」の皆さんによる演奏でイベントがスタート！  １０時開会宣言・主催者あいさつ 

前日、水源の木による檜舞台に３８の竹テントを準備、ＪＲ貨物（株）の支援を得て８台のコンテナで歴史展の準備 



「森の恵」で遊ぼう！体験コーナー 

     親子づれでいっぱい！   

「木のおもちゃ」は感性を豊かにする！ 

    （財団法人オイスカ企画） 

 

やった！ できたよ！     
積み木の森は楽しいな～ 

「積み木の森」  

いろんな木目の 

積み木があるんだね！  

この積み木は何の木？ 

 
 「神奈川県建具協同組
合」 

「水源の森の木」で使ったおもちゃ 

    「のこ引き体験」 
       わくわく、どきどき！  
「津久井森林組合・NPO緑のダム北相模」  



  「水源の森の竹でバームクーヘン作り」 

親子でコミュニケーションをとりながら 

じっくり焼くのがコツ！  味は最高！ 

毎年、大人気のコーナー 

 
NPO緑のダム北相模の活動に参加している 

東海大付属望星高校の皆さんが企画・運営 

「森の恵」で時計づくり 

学生だから出来る森林の保全・再生、森と人の 

共助共生が当たり前になる社会を目指す 

     「学生連合 Forest  Novano」の企画 

            

 どんな時計 

つくろうかな？ 

                 

   

「竹ランタン作り」 

 
 
   子どもたちの未来のために  守ろう地球を 育てよう！森を  

     「山と心に木を植える」NPO法人森びとプロジェクト委員会の企画                             



「ミニ電車は今年も大人気」 

帽子もかぶり、 

車掌さんになった気分！ 

次は、成田エクスプレスに乗りたいな～！ 

 

 JR東日本横浜支社の協力を得て「JR東労組横浜地本」が企画  

電車模型「Nゲージ」 

今年は、小さな子どもも一人で見られるようにと、 

台を用意しました。 「JR貨物労組新鶴見機関区分会」企画    

すごいな～！   

よく見えるよ！ 

 

「紙芝居にヨーヨ遊び」 



水源の森と都市をつなぐ「木を使うことは森を守ること」を広報 

今、水源の水を育む山林が大変危ない 

状況です。 

都市に暮らす私たちにできることは 

伐採した水源の森の木を適切に使って 

いくことです。 

 

川崎市民の飲み水は、 
山梨の富士山の麓である山中湖付近を源流とする桂川(山梨県）・ 
相模川(神奈川県）水系の相模湖、津久井湖から供給されます。 
 

「桂川･相模川流域の 

    木材で家を造ろう」 

神奈川の木で造る「ミニ小屋」展示販売 

長寿・健康住宅を建てる、体に優しい木の家を体験！   

かんなくず無料プレゼント！   「大工棟梁SHS会」  

    

毎日の暮らしに「木の雑貨」を 

木のトレーに絵付けをするワーショップ 

 



「水源の森」の関係行政も出展 
イベントを通して流域自治体の連携を深める 

このイベントは第２回より、神奈川県との協働事業
(NPO緑のダム北相模）として開催。水源の森を保全・
再生するために、都市部への広報・啓蒙パンフを配布 

合併により神奈川県内の水源の森 

６割を保有することになった相模原市、 

今回はじめての参加です 

川崎市では１０万本植栽を目標に緑化を進めています。
これまで暫定利用による跡地の緑化を推進してきた川
崎市環境局緑政課や川崎市公園協会が出展し、緑化
推進をアピール！ 



    新鶴見操車場の「昔と今」歴史展 

操車場が出来る前の様子、操車場建設
で失われたもの、これからのまちづくり
で取り戻したいことなど、生活の視点か
らまとめた歴史展 

  企画：「NPO法人幸まちづくり研究会」 

   協力：ＪＲ貨物（株）・パイオニア（株）     

コンテナによる歴史展等の企画は、 

JR貨物（株）のご協力で実現！ 

パイオニア「プラズマ」で３０分おきに 

上映、迫力ある映像で毎回大盛況！ 

パブリックスペース「列車パブ」 

映像でつづる新鶴見操車場の歴史 



イベントを通して使い捨て文化を見直そう！ 

         リユース食器の導入（運営：東洋大サークル「アカシアの木」 

「リユースステーション」で食器を１００円で借ります 

食べ終わったら「食器回収所」へ返却時に１００円戻るデポジット制 

来場者に、リユース食器導入と「水源の森の木」で作った割り箸の目的を伝え、ご協力を呼びかける  



来場者でにぎわう「模擬店」 

 

昨年はあっという間に売り切れたた
め、今年は500本の骨付きフランクを
用意。 

 

「戦争を許さないJR女たちの連絡会企画」  

     

 

やきそば・焼き鳥・フランクフルト・
いか焼はいかがですか！ 

         「古川町子ども部企画」      



人気のお餅つき・トン汁 

ぼくも、おもちつき やってみたいな～！ 
 

「NPO法人川崎水曜パトロールの会企画」     

トン汁は早くに完売！ 

    

    お餅はまだかな～！     



フィリピン料理はいかが！ 

 

人気の「揚げバナナ」は子ども 

たちが担当します！ 

 
跡地のアグリガーデン（体験農園）に参加

している「フィリピン移住女性の自立支援
を行っている「カラカサン」の企画」    

ビーフンに揚げ春巻き、バナナ春
巻き、今年はフィリピンの手作り
ジュースもあるよ！   



  オーガニック 

    レストラン    

    

雑穀料理・天然酵母パン･オーガニック
コーヒー他     「パン工房ふらんす」   

食を通して、自然の豊かさ、
大切さ、家族の素晴らしさを
子どもたちに伝えていきたい
と活動する「オフィイス七菜」 
 

ちゃんとご飯やランチカレー  

      手作りお菓子を販
売     



日本の食卓に、命を育む本物の 

   発酵・醸造の文化を取り戻そう  
自然食のお弁当 

        「野のごちそう」です 

片山本店では、自然食材を使った手作りランチ
を限定７０食販売。また、オーガニック「越後
ビール」、手作り燻製、自然酒などを販売 

         

            越後ビールに燻製は最高！ 



国産食材にこだわりをもつ生活クラブ
生協は、地球温暖化防止にも貢献！ 

リターナブル瓶を使うことで 
      年間2000トンのCO2を削減 
 
ジュース缶はデポジットです。 
飲んだら缶を戻してね！ 
          10円をお返しします。 

組合員と生産者で開発した消
費材を使った手作りお菓子の
販売。パス牛乳の試飲もやっ
ています！ 



伊藤園の協力で 

「国産有機緑茶」の販売 

 

伊藤園では、農家と契約栽培した有機緑茶や、
国産材30％使用したカート缶に取り組んでい
ます。 

イベントスタッフのお茶120本を寄付いただき
ました。ありがとうございました。 

人気の国産の玉こんにゃくも後わずか
で完売です！    「ぱわふる10」企画」 



ハーブ商品やソルトなどを販売 

        「みちばたファーム」企画 

天然酵母の石窯ピザに 

オーガニックビールはいかが！ 

「インテンポ・ポーラ」企画 



   環境にやさしい鉄道輸送 

 できた石けんをプレゼント「JRバステック」 

   社員食堂の廃食油で石けん作り 

環境報告書の配布、桃太郎グッズ・ 
水をプレゼント！ 「JR貨物（株）企画」 

  ペットボトルハンキング講習会･販売 

環境共生コーナー 

「新川崎ふるさとづくりの会」 

  不要になった衣類や 

        雑貨等の提供品受付 

 

 「NPO法人WE21ジャパン・さいわい」 



  
不要になった衣類や 

    雑貨等の提供品受付 

リユース･リサイクルを進める「WEショッ
プ」収益で民際支援活動 

   「NPO法人WE21ジャパン・さいわい」企画 

パハール岩塩、環境にや
さしい入浴用品販売         

  「エンジェルハート」企画 

リユース食器を拭きとる「古布」
は、リサイクルショップ「WEショッ
プ」より提供いただきました。 



フィリピンでの竹遊び 

「バンブダンス」 

下町のたこ焼きドラマー兼
ボーカルの清家みえ子さんが
飛び入りで歌ってくれました！ 

どこの国でも、子どもたちは
「森からの恵」で遊んでいた
のですね！ 

 
    「カラカサン」の子どもたち 


